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押しつけでもなく、お任せでもない、
行政と市民の関係を
　近年、全国で自治体職員が急激に減ってい
る。なぜ、それほど減らさなければいけない
のか。その論議が殆どなされないままに多く
の住民は「優遇されている公務員」「人件費の
削減で市民サービス向上」などのイメージを
もって「限りなき削減」に賛成という認識を
示す場合が多い。
　本来、地域住民に最も近い場所で公共サー
ビスを提供する自治体職員が味方として映る
のではなく反発する対象のように見えるのは
実に残念なことである。どうして、そのよう
な状況が生まれるのか ? 自治体職員と市民と
の関係が双方にとって望ましい姿になってい
るのかどうか、私の体験を通して少し考えて
みたい。
　よく見られる傾向として、自治体職員は行
政施策を執行する側として、市民に「このよ
うに決まりましたから従ってください」と伝
え、市民の側は「自分たちの意思が反映され
ないことが勝手に進められ、要望したことが
実現されない」というような感情を抱く場合
が多い。このような両者の意思疎通不十分な
構図が続く結果として「俺たちはプロの公務
員、市民は行政の素人、理不尽なことばかり
言わないでくれ」「公務員のお前たちは税金
で食わせてやっている、もっと犠牲的精神で
働くべきだ、市民の言うことを素直に聞け」
など双方の不満が蓄積されながら「不信と対

立の関係」が続いているように思える。　
　この「不信と対立の関係」から「信頼と協
働の関係」「押し付けでもなく、お任せでもな
い、行政と市民の関係」に変えなければ地域
も市民の暮らしも良くならず双方が不幸にな
ってしまう。これは私の長い労働運動や市民
活動と市議 20 年の体験の中から導き出され
た思いである。

自治体職員は「仕事と暮らし」の双方から、
地域実態を意識的に見つめられる立場
　自治体職員も家に帰れば地域住民として暮
らすのだから、自分が仕事で関わった公共サ
ービスを自分も受ける。ならば、住民として
の立場で自治体の仕事内容が市民の暮らしや
幸せを左右する実態をより正確に把握できる
はずである。自治体職員だからこそ「仕事と
暮らし」双方の立場で政策を考え、提言、実
現できる、ある意味では恵まれた立場にある。
　私は自治体職員との話し合いの中で「役所
でパソコンに向かって予算計上や事業の起案
をする際にはその画面の奥に住民の姿を思い
浮かべてほしい、数字だけを追わないで」と
言ってきた。自治体職員が自分の仕事を考え
遂行していく第一の視点は、そこに住む市民
の暮らし、地域の実態を「意識的」に見るこ
とから始まると思っている。漠然と景色とし
て眺めるのではなく、表面から中身まで意識
的に意欲的に「公共サービスの質量」が住民
のニーズに合致しているのかをしっかりと見
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てほしいのである。
　ある民間調査で高齢者、独居老人の困りご
との大きな課題として「清掃ゴミ出しの困難」
が挙げられていた。その実態に対して東京都
内や幾つかの自治体では収集方式をゴミステ
ーション収集から戸別収集への切り替えや、
福祉部門のケアマネとの連携、独居高齢者の
安否確認付の訪問収集など新たな事業を始め
ている。住民からは好評である。
　だが、それら取り組みが全国に急速に広ま
るかといえばそうでもない。その理由は財政
的な問題が主だろうが、私は近年の公務部門
での民営化、委託推進、指定管理者制度等に
よって、公共としてのサービスがより縦割り
化され、住民一人一人の暮らしを総合的に守
る施策が行政の中で希薄になっているのでは
ないかと感じている。
　役所窓口でのいわゆる「たらい回し」批判
に対しては「ワンストップ方式」など少しずつ
改善されているが、市民の生活現場での「た
らい回し」はないのだろうか。そのことに対
しての自治体職員の意識はどの程度のものか
気になるのである。

現場職員は市民の暮らしを知る「総合窓口」
「縦横斜め」で連携できる強みがある
　自治体の仕事は「ゆりかごから墓場まで」
と言われるように住民の生涯に関わる多様な
事業が行われ、部署毎に職務分掌が定められ
て市民生活を守る仕組みになっている。職場
は庁舎内だけでなく、学校や公営企業、清掃、
医療など実に広範囲であり多様な資格を持つ
専門職員も多い。だが、自治体職員は職場で
は専門職であっても市民の前では「行政の総
合職」の自覚と認識が必要ではないかと私は
思っている。住民から市の事業について聞か
れた際に「市職員ですが部門が違うので知り
ません、私は関係ありません」と答えてもい
いのだろうか。
　私は、自治体職員は職場では職種も違い特
定部署に属していても、地域では市民の暮ら
しを知る総合窓口の役割を持つており、自分
の仕事を通じて市民の暮らしを直接に把握で
きる強みがあると思っている。ごみ収集の清

掃職員であれば、毎日走る道路の状況、防災、
通学路の安全性、生活環境の不備などを知る
だろう。戸別収集ならば、高齢者の健康状態
を察知し福祉部門への連絡や必要な諸手続き
へ繋げられる。給食調理員であれば、児童へ
の食育や健康チェック、地場産品の推進と生
産者との交流、家庭を含めた健康食づくりな
ども可能となる。福祉部門ならば一つの手続
きから家庭全体の実情を知るだろう。
　昔の労働運動は、労働軽減の方針のもとで、

「仕事の範囲を広げ新たな仕事を創ることは
余計なこと」とする傾向が強かったと思う。
それは公務労働の現場でも同じだったのでは
ないか。職員として他分野の問題点を知って
も互いに干渉しない。いわゆる「縦割り行政
の個人化」の形である。近年、地域包括支援
システムの動きもあるが「包括」と称すものの
未だ福祉部門内のみの連携が多い。しかしそ
れでは市民から見れば公務員として役立つ範
囲、頼られる部分、必要性を自らが縮小放棄
することに他ならない。
　民間委託や指定管理の場合、その業務内容
は限定され委託費も特化した内容に対しての
み支払われる。施設管理だけ、ごみ収集のみ、
給食の提供のみという具合である。店舗で表
すならば「個別商品の専門店」であり、「何で
も扱う総合デパート」ではない。
　しかし、自治体の公共サービスは市民が安
心して暮らせるための生涯を通しての総合的
サービスを提供することである。職員も部署
が違っても同じ市章が入った名札を胸に付け
ている。市民は職員に担当部門だけの役割や
責任を求めているのではなく役所としての総
合的な役割と責任を求めているのである。
　だからと言って全ての課題を個人で対応し
解決せよということではない。他分野のこと
であっても意欲的に見つめ、市民の多様なニ
ーズを役所内の相応しい部署に「縦横斜め」
と柔軟に繋げて解決できる強みを自治体職員
は持っている。これは特定の事業しか扱わな
い民間委託先の人々には困難なことである。

「待ちの仕事から、攻めの仕事」へ
　先ほど、地域や市民の課題を意識的に見る
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気がなければ何も見えない、見つけられない
と書いたが、具体的な仕事内容についても同
じであろう。変える気持ちや改革への意欲を
持っていなければ不合理も矛盾にも気付かず
見過ごしてしまう。確かに変えずに守るべき
ことは多々あるだろうが、全国で伝統産業と
認められている産地や製品は決して同じこと
を漫然と続けているわけではない。むしろ、
時代を見据えながら常に変革と改革に取り組
み続けているからこそ引き継がれ守られてい
るのである。「変わらなければ守れない」と
の言葉もある。同じことが、行政の進め方や
市民との関係でも言えるのではないか。
　最近「子どもの貧困」が社会問題化する中
で、各地で「こども食堂」や「子どもの居場
所づくり」の活動が生まれている。その多く
は市民団体の人たちが立ち上げ運営してい
る。それは評価されるべきであり尊い活動で
ある。しかしそうした活動の必要性について
自治体職員は誰も気付いていなかったのだろ
うか。それとも気付いても行政が関わるもの
ではないと判断をしていたのだろうか。
　越前市での事例だが、市の給食調理員さん
たちが「夏休みの子どもたち、きちんと昼食
を食べているだろうか、夏休みでも保護者が
仕事に出ている実態が多いはず、そんな子ど
もたちに休み中でも給食をあげられないだろ
うか」と話し合い、保護者の声を聞きながら、
関係する社会福祉協議会、学校、教育委員会、
市福祉部門に働きかけ、そのコーディネータ
的な役割を市職員組合が果たし、後に正式な
市の事業として定着し継続しているケースが
ある。自分たちの仕事は増えるけど子どもた
ちに夏休みにも給食を食べさせたい、そんな
思いが新たな公共サービスを生んだのであ
る。

　もう一つの事例では、大手私鉄が赤字を理
由に経営撤退を決め廃線の危機も噂され始め
た地元私鉄を残そうと、自治体職員が多く参
加する「丹南市民自治研究センター」が中心に
なり、「臨時電車を走らせてのシンポジゥム」

「独身男女を乗せて走るラブ電」、自治連合会、
社会福祉協議会、学校関係、連合地協、シル
バークラブ、青年会議所など 14 団体と一緒
に「地元の足を残す集会や応援組織の設立」
などを行い、県や沿線自治体の動きと連携し
た中で、その私鉄は守られ今や最新電車が走
り黒字化しているケースがある。これら一連
の活動は役所内で公共交通と福祉部門に関わ
る若い職員の一言から始まったものだった。

 

　この二つのケース、高邁な理論や難しい政
策提言という形からのスタートではなかっ
た。
　より身近な地域や住民の実態を自分の仕事
を通して見つめ捉えてのスタートに見える。
まさしく、市民の暮らし、地域の実態を「意
識的」に見たのである。眺めているのか、見
つめていくのか。見方しだいで地域は変わる。

「おせっかい」を公共サービスに変える
自治体職員としての「庁内起業」
　一昨年の 8 月、福井新聞に次のような記事
があった。「市民有志と入庁１−６年目の市
職員 12 名がひとり親で頑張っている家庭と
子どもたちを応援しようと学習支援を続けて
いる。基礎的な学習をしっかりして不登校の
防止にも役立っている。職員たちは子ども達
と同じ目線に立って話すことで学校のことや
保護者の大変さがよく分かる。教える立場の
筈が教えられることばかり。子どもであって
も一人の人間としてどう対等に付き合ってい
くのか学ぶいい機会と話している」と写真入
りで紹介され長く根付いてほしいと結ばれて
いた。だが、この学習支援活動はある事情に

―  16  ―



DIO 2018, 1

より残念ながら約 1 年で終わった。しかしそ
の後、この活動に参加した職員の提起で、ひ
とり親家庭の子どもに対する越前市としての
学習支援制度がスタートし今は約 30 名の子
どもたちが支援を受けている。
　この事例を通して私は二つのことを学ん
だ。一つは地域のひとり親家庭や生活困窮家
庭における子どもたちの学習環境の実態とニ
ーズを若い市職員たちが認識し自らが市民有
志と共にボランティアとして活動に参加した
姿勢である。たぶん彼らは市民の役に立ちた
いという自治体職員としての自覚から行動を
始めたと思われる。しかし必要とする子ども
たちを残したまま、その学習支援は続かなか
った。だが、彼らの行動が新たな公共サービ
スの糸口になったとすれば評価されていい。
　「おせっかいの勧め」という言葉を聞いた
ことがある。それは地域住民としての助け合
いや共生の大事さを説く会議であった。「地
域のおせっかい」は大事だと思うが、行政と
市民の間では「おせっかい」に終わらせては
いけないことがある。「おせっかい」は、そ
の内容がどんなに素晴らしくても、そのこと
を知らない人には届かない。同じニーズを求
めていても遠くにいる人には届かない。
　しかし、その「おせっかい」の内容が本当
に多くの市民が必要とするものならば、それ
を誰もが公平に享受できるようにしなければ
ならない。「おせっかい」を公共サービスに
変える視点と努力、ここに自治体職員の出番
がある。仕事の中で制度として起案し条例も
制定し予算化を行い必要とする全ての人々に
新たな公共サービスとして提供する。この一
連の取り組みを通して市民の幸せの質量を増
やすことが出来るのである。そして、利用者
に喜んでもらえるならば、自らの生きがいや
喜びにも繋がるのではないか。まさに公務員
冥利に尽きると言えよう。自らがその喜びを
放棄するような惰性の仕事ぶりでは勿体無
い。
　私の旧知の友人は職員を前に「市役所は市
民を儲けさせるところ、皆さん、庁内起業を
どんどん進めてください」と煽っている。最
初にその言葉を聞いたとき「庁内起業 ? 何そ

れは、民間企業でもないのに」と疑問に思っ
たが、こうした新たな公共サービスの事例を
幾つか知ると、彼の言う「庁内起業」の意味
と職員に期待するものが理解できる。

「現地現場主義」と労働組合の力
　私はこれまで多くの政策シンポジウムなど
に参加してきた。そこでは学問的な立場や現
場の体験を聴けて有意義な内容が多かった
が、次の話も忘れられない。
　地方の鉄道を残す陳情や集会の参加者に、
鉄道会社の人が「皆さんは今日、電車に乗っ
てきましたか ? と問うたら全員が自家用車で
参加していた」という笑い話である。
　先に紹介した地元私鉄を残す活動の第一歩
は自分たちが先ず電車に乗ることから始め
た。臨時電車の車内で鉄道部長から乗客減の
実態を聞き、往復40キロの車窓を楽しみなが
らワークショップを開き、鉄道部長に具体的
な改善策を要望した。連合地協のメーデには
多くの組合員が電車に乗って参加した。大集
会を開き、絵に描いたような結論を導くシン
ポジウムよりも、現場に出向き実情を学び体
験しながら具体策を語り合う、そんな活動の
スタイルが私は好きだ。
　「先ず自分たちが動く」という具体的事例
も紹介したい。それは公営の児童養護施設を
民営化する動きの中で当該施設に働く職員と
市民が協働して社会福祉法人を設立した越前
市の児童養護施設「一陽」の事例である。
　そこに働く市職員と嘱託職員たちは民営化
するなら「自分たちで民主的・先駆的な児童
養護施設を創りたい」と考え、法人認可に必
要な基本財産 1,000 万円を市民有志と共に

「市民里親応援団」という組織をつくり市民
500 名が募金に応じ 2 ヶ月程度で集めた。数
多くの市職員も募金した。当時のマスコミに
は「市民立」「労働者立」と形容された。設立
後 12 年の今も多くの市民から物心両面の支
援が寄せられている。また先駆的な運営は全
国から注目され視察来訪も多い。民営化をマ
イナスとして捉えて諦める前に、市民と共に
先駆的な施設を自らが作ったのである。
　自治体職員と住民との協働は地域に合わせ
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て多様であればいい。一例だが、清掃ゴミ収
集の実態を学ぶ現地体験など自治労と連合が
共催し各地で開いたらどうだろう。
　ステーション方式と戸別収集、分別種類、
粗大ゴミの有料と無料、ゴミ屋敷対策、高齢
者や独居老人への福祉ふれあい収集の対象と
なる年齢、障害、介護度、家庭状態の条件な
ど隣の自治体と相当に違う実態を参加者は知
るはずだ。
　民間組合の労働者も一市民として行政の実
態を知り体験することは意義深いことであ
る。政治参加は選挙の時だけ特定候補への投
票を促すものではない。組合員も自治体への
具体的な不満や要望をもっているだろう。地
域と家庭の生活現場から組合員の暮らしの向
上につながる活動を展開するのも面白いでは
ないか。その中で地域住民としての新たな連
帯が生まれる可能性もある。
　清掃現場の職員も日々の仕事に追われ、全
国のゴミ収集実態の調査分析や幅広い市民の
声の集約は困難かも知れないが、「調査なく
して要求なし」は、昔からの労働組合の基本
的視点である。政策提言や住民要求について
も同じであろう。仲間内だけで屋内に集い、
厳しい実態を共有し、どれだけ自分たちの正
当性を主張しても、その声は会場内に留まり、
地域の人々には理解されず共感の輪も広がら
ない。ビラやティッシュ配りでも実態は届か
ない。組織内や屋内から外に出て、市民の厳
しい眼を恐れず、一緒に学ぶ、働く、創る姿
勢がなければ方針は正しくとも目標達成は困
難だ。
　「現地現場主義」という言葉があるらしい。
私は労働組合こそ本物の現地現場主義の運動
を出来ると期待している。なぜなら行政や企
業の縦割りシステムに縛られない動きやすい
組織だからである。行政システムでは部署ご
との決裁や予算化、議会や首長の了解など時
間がかかり煩雑なことが山ほどある。動かせ
る職員も指示系統など複雑だ。
　だが組合は一回の会議でも物事を決定し進
められる。あらゆる職場から組合員という立
場で職種や企業に関係なく仲間を横断的に集
められる。組合の委員長は全職員を組合員と

して動かせる。そうすれば縛りも窮屈さもな
い自由で多様な活動は容易である。
　既成の「狭い観念の労働組合像」に捉われ
ず「柔軟な発想と度量」、現地現場へ出る作
風、それに必要な組織づくりに真剣に取り組
むかどうか、そこが運動の分かれ目だ。
　「議論騒然、現場沈黙」「石橋を叩いて壊す
公務員」なんて言葉、返上してほしい。

各地域に「市民協働センター」の設立を
　2001 年 4 月、私は自治体職員と市民が立
場や意見の違いを尊重し、地域や暮らしの課
題を学び合う場所をつくろうと「丹南市民自
治研究センター」を設立した。この組織は「地
域の学び舎」「誰もが参加できる自由な市民
組織」と理解を求め加入者を募った。自治体
職員、一般市民、議員など約 200 名が加入し
てくれた。年会費 3,000 円だった。
　会員がやりたいことを自由に企画してや
る。活動はセンターだけではしない。可能な
限り、共催、後援、協力などの呼びかけを他
団体に依頼し一緒に進める。相手は、地域の
自治会、社協、大学、自治研センター、自治
労組合、連合や平和センター、青年会議所、
市民活動団体、老人クラブ、ＦＭラジオ局、
福祉団体など幅広い。地域と暮らしに関する
課題なら多種多様、何でもやる組織である。
　会員をはじめ、自治体職員と幅広い市民が
隣り合わせで学び、時には議論する姿が当た
り前になる。その中で市民と自治体職員が顔
見知りとなり「役所の壁が低くなった、職員
も苦労している、一緒に汗を流して活動した」
などの声も多くなった。地域の小さなセンタ
ーだから「顔が見え、声が届き、手が触れる」
良さがある。各地域で「市民協働センター」の
ような組織が生まれ「共に学び合い、一緒に
汗を流して働く」そんな活動が展開されるな
らば、これまで気付かなかった新たな公共サ
ービスや協働も生まれる気がする。
　その先頭に「市民を守る現場力を発揮でき
る自治体職員」が立ってくれることを期待し
たい。
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